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■ INTERVIEW

１
月
8
日
㈰
、
町
公
民
館
に
お

い
て
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
該
当
者
は
１
6
０
人

で
、式
に
は
１
０
７
人
が
出
席
し
、

新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

遠
藤
栄
作
町
長
が
「
自
分
の
可

能
性
を
信
じ
、
目
標
に
向
か
っ
て

大
い
に
邁
進
し
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

成
人
代
表
と
し
て
小
檜
山
浩
希

さ
ん
に
成
人
証
書
が
授
与
さ
れ
、

滝
田
峻
也
さ
ん
、
柳
沼
涼
華
さ
ん

が
成
人
の
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
の
方
々
や
恩
師
代
表
の
矢

吹
尚
之
さ
ん
が
祝
辞
を
述
べ
た
あ

と
、
大
河
原
礼
音
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

伴
奏
に
よ
り
、参
加
者
全
員
で「
牧

場
の
朝
」
を
斉
唱
し
、
最
後
に
滝

口
結
菜
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

成 人 式

滝口 結
ゆう
菜
な
 さん（中町） 桑名 敏

とし
希
き
 さん（不時沼）菅野 友

ゆう
理
り
 さん（鏡沼） 武田 若

わか
菜
な
 さん（境）

成人を迎えることができ、こ
こまで支えてくださった両親を
はじめ多くの方々に感謝してい
ます。今後も、人・もの・こと、
との出会いを大切に、感謝の心
を忘れず、新成人としての自覚
と責任を持ち、精進していきま
す。

成人を迎えることができ、喜
ばしく思います。溢れんばかり
の愛情を注いでくれた両親、支
えてくださった周りの方々には
感謝しています。新成人として
の自覚を持ち、目標に向かって
勉学に励んでいきたいと思いま
す。

無事に成人を迎え、大人の仲
間入りができたこと大変嬉し
く思います。これまで支えてく
ださった方々へ感謝の気持ちで
いっぱいです。これからは社会
人としての自覚と責任を持ち、
良識ある行動を心がけ、社会に
貢献できるよう努めていきま
す。

無事に成人を迎えることがで
き、とても嬉しく思います。今
までたくさんの支え、応援して
くれた家族や多くの方々への感
謝の気持ちを忘れることなく、
立派な大人としての自覚と責任
を持ち、日々成長していきます。

■ INTERVIEW　成人を迎えて一言

～新たな門出を祝い～ 岩
瀬
牧
場
で
テ
レ
ビ
番
組
を
収
録

岩
農
生
が
〝
挑
戦
〞

世
界
最
古
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
復
活
さ
せ
る

　
１
月
15
日
㈰
、
テ
レ
ビ
東
京
の

番
組
「
所
さ
ん
の
学
校
で
は
教
え

て
く
れ
な
い
そ
こ
ん
ト
コ
ロ
！
」

の
番
組
ス
タ
ッ
フ
が
岩
瀬
牧
場
を

訪
れ
、
テ
レ
ビ
番
組
の
収
録
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

放
送
内
容
は
、
世
界
最
古
の
ト

ラ
ク
タ
ー
を
県
立
岩
瀬
農
業
高
等

学
校
の
生
徒
が
プ
ロ
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
復
活
さ
せ
て
い
く
も
の

で
、
放
送
は
複
数
回
に
わ
た
る
予

定
で
す
。
今
回
収
録
さ
れ
た
第
１

回
目
放
送
分
で
は
、
タ
レ
ン
ト
・

モ
デ
ル
の
ユ
ー
ジ
さ
ん
が
岩
瀬
牧

場
や
町
内
を
巡
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー

と
の
出
会
い
か
ら
岩
農
生
の
挑
戦

開
始
ま
で
が
放
送
さ
れ
る
中
で
、

岩
瀬
牧
場
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
歴
史

と
併
せ
て
町
の
紹
介
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
か
ら
の
出
演
は
、
岩
農
生
を

中
心
と
し
て
、
岩
瀬
牧
場
の
伊
藤

喬
社
長
、
町
役
場
職
員
と
し
て
、

産
業
課
の
石
井
秀
樹
主
事
も
出
演

し
ま
す
。

〝
動
く
〞
歴
史
遺
産
!?

　

ト
ラ
ク
タ
ー
の
修
理
は
、
過
去

に
筑
波
大
学
の
学
生
達
が
挑
戦
し

ま
し
た
が
、
そ
の
際
の
挑
戦
で
は

未
完
成
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
全

て
の
部
品
が
錆
び
て
い
る
な
ど
修

復
は
困
難
を
極
め
る
た
め
、
動
く

ま
で
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

も
し
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
実
際
に
〝
動
く
〞
歴
史
的
な

遺
産
と
し
て
、
様
々
な
活
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

放
送
予
定
日
は
要
チ
ェ
ッ
ク

　
福
島
県
で
は
テ
レ
ビ
東
京
系
列

は
放
送
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
福

島
テ
レ
ビ
（
８
ch
）
が
番
組
を
購

入
し
て
放
送
し
て
い
ま
す
。
放
送

時
間
は
毎
週
日
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
の
１
時
間
で
す
。
今
回
収
録

分
の
放
送
日
は
２
月
下
旬
か
ら
３

月
に
か
け
て
と
の
こ
と
で
す
の

で
、
新
聞
な
ど
の
テ
レ
ビ
欄
は
要

チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
放
送
日
が
わ
か

り
次
第
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で

は
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岩瀬牧場
代表取締役

　伊藤　喬
たかし
 さん

　
歴
史
的
に
と
て
も
価
値
の
あ
る

こ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
、
こ
の
よ
う

な
形
で
と
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
復
活
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
荷
台

に
子
ど
も
達
を
乗
せ
て
走
る
姿
を

見
て
み
た
い
で
す
ね
。

今
回
修
復
さ
れ
る
岩
瀬
牧
場
の

　
フ
ォ
ー
ド
ソ
ン
F
型
ト
ラ
ク
タ
ー

　
大
正
12
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入

さ
れ
た
、
世
界
で
最
初
に
量
産
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
農
業
用
ト
ラ
ク

タ
ー
。

①トラクター復活への
意気込みを話す岩瀬農
業高校の生徒たち　
②ユージさんとの出会
いの場面　
③岩瀬牧場の歴史とト
ラクター復活への想い
を語る伊藤社長
④岩瀬農業高校の場所
を説明する石井主事

①②

④ ③

①成人証書を授与される小檜山浩希さん
②進行を務めた小貫智也さん
③宣誓する滝田峻也さん（左）と柳沼涼華　
　さん（右）
④謝辞を述べる滝口結菜さん
⑤⑥久しぶりに再会した友達と記念撮影

①

②③④

⑥ ⑤


